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７
月
１
日
（
土
）
ホ
テ
ル
ク
ラ
ウ
ン
パ
レ
ス
甲
府
に
お
い
て
山
梨
県
隊
友
会
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
部
長

は
来
賓
と
し
て
出
席
し
、
総
会
後
「
国
連
平
和
維
持
活
動
（
特
に
南
ス
ー
ダ
ン
）
及
び
平
和
安
全
法
制
の
概
要
並
び

に
我
が
国
を
取
り
巻
く
安
全
保
障
環
境
に
つ
い
て
（
特
に
中
国
、
北
朝
鮮
）
」
と
題
し
て
防
衛
講
話
を
実
施
し
ま
し

た
。

出
席
者
は
、
真
剣
な
表
情
で
聞
き

入
り
、
防
衛
講
話
終
了
後
に
行
わ
れ

た
意
見
交
換
会
で
も
本
部
長
に
多
く

の
質
問
が
あ
り
、
安
全
保
障
に
つ
い

て
の
関
心
の
高
さ
が
伺
え
ま
し
た
。

ま
た
、
山
梨
地
本
か
ら
援
護
課
長
等

４
名
も
参
加
し
、
会
の
さ
ら
な
る
発

展
の
た
め
、
活
発
な
意
見
交
換
が
な

さ
れ
、
盛
会
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し

た
。山

梨
地
本
は
、
今
後
も
総
会
等
行

事
の
支
援
及
び
防
衛
講
話
等
を
通
じ
、

隊
友
会
を
初
め
関
係
諸
団
体
と
の
連

携
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

山
梨
地
本
広
報
班
で
す
♪

今
日
も
、
山
梨
地
本
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

御
覧
に
な
り
ま
し
た
か
？

前
回
は
「
陸
上
自

衛
隊
ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
」

に
多
数
の
ご
応
募
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
！

今
回
は
夏
に
大
活

躍
！
『
迷
彩
柄
フ
ェ

イ
ス
タ
オ
ル
』
を
５

名
様
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

応
募
期
間
は
8
月
１

日
（
火
）
か
ら
８
月

31
日
（
木
）
ま
で
！

い
つ
も
の
よ
う
に
ド
シ
ド
シ
ご
応
募
お
待
ち
し
て
ま
す
！

平
成
29
年
７
月
20
日
（
木
）
東
部
防
衛
協
会
（
会
長

佃

和
夫
氏
）
は
、

創
立
50
周
年
記
念
行
事
を
東
京
都
港
区
元
赤
坂
の
明
治
記
念
館
で
開
催
致
し

ま
し
た
。

１
都
10
県
の
防
衛
協
会
及
び
協
力
会
連
合
会
の
代
表
者
が
参
加
し
、
記
念

総
会
、
記
念
式
典
、
表
彰
式
及
び
記
念
祝
賀
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

表
彰
式
で
は
、
山
梨
県
自
衛
隊
協
力
会
連
合
会
の
副
会
長
で
忍
野
村
村
長

の
天
野
多
喜
雄
氏
が
、
長
年
に
亘
る
自
衛
隊
へ
の
支
援
協
力
及
び
防
衛
協
会

東
部
地
域
の
組
織
拡
大
・
強
化
に
貢
献
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

記
念
祝
賀
会
で
は
東
部
方
面
総
監
を
始
め
と
す
る
、
自
衛
隊
高
級

幹
部
と
各
県
の
地
方
協
力
本
部
長
も
参
加
し
、
会
員
の
皆
様
と
東
部
防
衛
協

会
設
立
50
周
年
の
軌
跡
に
祝
杯
を
挙
げ
ま
し
た
。

祝
賀
会
で
は
東
部
方
面
総
監
の
祝
辞
を
始
め
、
各
県
の
防
衛
協
会
の
代
表

者
に
よ
る
活
動
報
告
を
行
い
、
会
の
充
実
や
防
衛
思
想
の
拡
大
、
郷
土
愛
か

ら
発
す
る
国
防
意
識
の
高
揚
が
図
ら
れ
、
更
な
る
協
会
の
絆
を
深
化
さ
せ
盛

会
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

皆さんこんにちは！浅川1士です。
毎日暑い日が続いておりますが、お元気でお過ごしで
しょうか？夏バテで食欲不振、冷たい物の取り過ぎで
体調を崩すなど、体調管理に気を付けたい季節です。
私はアイスが大好きなので、特に気を付けなくではい
けません・・・（笑）
話は替わりますが、先日母校である東海大甲府高校

の就職説明会へ行きました。私自身の志願理由や部
隊での勤務内容等を、大勢の学生を前に説明した為、
非常に緊張致しましたが、この機会にお世話になった
先生方に、海上自衛隊の制服姿を見せることができ
て大変嬉しく思います。
今月は、朝霞・久里浜駐屯地部隊

研修やイオンモールでの自衛隊展
など、イベント盛り沢山の1カ月でし
た！暑い日がまだまだ続きますの
で、皆さんも夏バテには気を付けて
下さい。

６
月
29
日
（
木
）
北
富
士
駐
屯
地
に
お
い
て
、
ビ

ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
教
育
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
教
育
は
、
定
年
・
任
期
満
了
退
職
予
定
の
隊
員

を
対
象
と
し
、
退
職
後
の
再
就
職
に
必
要
な
知
識
を
付

与
す
る
為
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
39
名
の
隊

員
が
参
加
し
ま
し
た
。
教
育
内
容
は
、
部
外
講
師
を
招

い
て
の
「
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
」
及
び
「
予
備
自
衛
官
等

制
度
」
で
し
た
。

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
の
教
育
で
は
、
講
師
が
自
ら
の
体

験
談
を
交
え
つ
つ
、
マ
ナ
ー
の
五
大
要
素
で
あ
る
「
身

だ
し
な
み
」
「
挨
拶
」
「
表
情
」
「
態
度
」
「
言
葉
遣

い
」
に
つ
い
て
の
分
か
り
や
す
い
説
明
が
成
さ
れ
ま
し

た
。ま

ず
「
身
だ
し
な
み
」
で
は
、
ス
ー
ツ
購
入
の
際
の

注
意
点
で
シ
ャ
ツ
の
色
合
い
や
、
タ
イ
ピ
ン
等
の
小
物

の
使
い
方
一
つ
で
印
象
が
変
わ
る
事
を
目
の
当
た
り
に

し
、
着
こ
な
し
の
重
要
性
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

次
に
「
挨
拶
」
の
基
本
で
あ
る
名
刺
の
交
換
に
つ
い

て
、
具
体
的
な
場
面
設
定
の
中
で
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

つ
づ
い
て
「
言
葉
遣
い
」
で
は
、
敬
語
の
使
い
方
の

指
導
を
受
け
、
そ
の
難
し
さ
に
困
惑
し
な
が
ら
も
皆
、

真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

最
後
に
、
予
備
自
衛
官
及
び
即
応
予
備
自
衛
官
の
制

度
説
明
を
行
い
、
退
職
者
全
員
が
予
備
自
衛
官
を
志
願

す
る
と
と
も
に
、
任
期
満
了
退
職
予
定
隊
員
に
つ
い
て

は
、
即
応
予
備
自
衛
官
を
是
非
志
願
す
る
よ
う
依
頼
し

ま
し
た
。

山
梨
地
本
で
は
引
き
続
き
こ
の
よ
う
な
教
育
を
行
い
、

退
職
す
る
自
衛
官
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
と
意
識
改
革
を
図

る
と
と
も
に
、
民
間
に
出
て
も
即
戦
力
と
な
れ
る
よ
う

各
種
教
育
に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。



第６４号 Y A M A N A S H I 平成２９年８月号

６
月
24
日
（
土
）
北
富
士
駐
屯
地
で
行
わ
れ
た
東
部
方
面
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
隊
に
よ
る
体
験
搭
乗
を
支
援
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
音
が
聞
こ
え
る
と
、
ソ
ワ
ソ
ワ
し
な
が

ら
空
を
見
上
げ
、
機
影
を
探
し
て
い
ま
し
た
。
目
の
前
に
着
陸
す
る

と
、
普
段
間
近
に
接
す
る
こ
と
の
な
い
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
駆
け
寄
り

記
念
撮
影
を
し
た
り
、
操
縦
席
に
座
っ
た
り
と
出
発
前
か
ら
大
い
に

盛
り
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
搭
乗
員
に
次
か
ら
次
に
質
問
を

し
て
、
搭
乗
員
が
た
じ
ろ
ぐ
一
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

体
験
搭
乗
は
安
全
教
育
を
受
け
た
後
、
約
40
名
が
４
組
に
分
か
れ

て
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
２
機
に
分
乗
し
、
富
士
山
や
富
士
五
湖
な
ど
、
山

梨
県
の
雄
大
な
自
然
を
上
空
か
ら
眺
め
る
貴
重
な
体
験
に
感
激
し
て

い
ま
し
た
。

今
回
の
体
験
搭
乗
は
即
自
雇
用
企
業
主
等
を
中
心
に
参
加
し
て
頂
き
、

自
衛
隊
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
良
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

５
月
31
日
（
水
）
甲
府
富
士
屋
ホ
テ

ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
平
成
29
年
度

第
12
回
自
衛
隊
山
梨
同
友
地
本
協
力
会

総
会
（
会
長
・
中
村
猛
志
氏
）
に
来
賓

と
し
て
招
待
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
平
成
28
年
度
活
動
報
告
及

び
決
算
報
告
、
監
査
報
告
、
平
成
29
年

度
の
活
動
及
び
予
算
案
等
に
つ
い
て
審

議
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
、
本
部
長
が
「
国
連
平
和

維
持
活
動
（
特
に
南
ス
ー
ダ
ン
）
及
び

平
和
安
全
法
制
の
概
要
並
び
に
我
が
国

を
取
り
ま
く
安
全
保
障
環
境
に
つ
い
て

（
特
に
中
国
、
北
朝
鮮
）
」
と
題
し
て

講
話
を
し
、

出
席
者
は

日
米
同
盟

や
自
衛
隊
の
担
う
役
割
の
重
要
性
と
必
要
性
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
講
話
終
了

後
は
中
村
会
長
を
始
め
多
く
の
方
と
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

今
回
の
防
衛
講
話
及
び
意
見
交
換
会
を
通
じ
て
、

自
衛
隊
に
対
す
る
認
識
を
深
め
る
と
と
も
に
防

衛
意
識
の
高
揚
に
大
き
く
寄
与
し
た
１
日
と
な

り
ま
し
た
。

７
月
５
日
（
水
）
、
高
校
３
年
生
に
対
す
る
募
集
活

動
の
開
始
（
７
月
１
日
以
降
）
に
合
わ
せ
た
募
集
広
報

（
市
街
地
広
報
）
を
、
甲
府
駅
を
は
じ
め
県
内
主
要
駅

16
箇
所
で
一
斉
に
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
山
梨
県
自
衛
官
募
集
相
談
員
連
合
会
、
山

梨
県
自
衛
隊
家
族
会
及
び
自
衛
隊
山
梨
同
友
地
本
協
力

会
等
の
協
力
を
頂
き
、
高
校
生
の
通
学
時
間
に
合
わ
せ

ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
布
し
ま
し
た
。

学
生
達
に
と
っ
て
は
朝
の
忙
し
い
時
間
で
あ
り
ま
し

た
が
、
協
力
者
や
地
本
部
員
か
ら
挨
拶
と
共
に
差
し
出

す
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
気
持
よ
く
受
け
取
る
と
と

も
に
挨
拶
を
返
し
て
く
れ
る
学
生
も
お
り
、
私
達
も
朝

か
ら
清
々
し
い
気
持
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
募
集
広

報
終
了
後
に
は
、
山
梨
地
方
協
力
本
部
Ｏ
Ｂ
会
か
ら
参

加
者
に
労
い
の
お
茶
が
振
舞
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
も
自
衛
官
候
補
生
、
一
般
曹
候
補
生
を
は
じ

め
各
種
試
験
が
本
格
的
に
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
「
興
味

が
あ
る
の
で
話
を
聞
い
て
み
た
い
。
」
「
募
集
種
目
・

制
度
が
よ
く
分
か
ら
な
い
。
」
「
受
験
し
た
い
の
で
話

を
聞
き
た
い
。
」
等
、
疑
問
・
質
問
が
あ
り
ま
し
た
ら

山
梨
地
本
、
甲
府
募
集
案
内
所
又
は
、
大
月
地
域
事
務

所
ま
で
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

５
月
27
日
（
土
）
甲
府
に
あ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

サ
ー
ク
ル
「
さ
か
お
り
倶
楽
部
」
が
主
催
す
る

「
ご
み
ゼ
ロ
ク
リ
ー
ン
作
戦
」
に
、
昨
年
に
引
き

続
き
参
加
し
ま
し
た
。

当
日
は
天
候
も
良
く
、
周
辺
住
民
、
企
業
、
地

元
大
学
生
等
約
550
名
が
参
加
し
、
山
梨
地
本
か
ら

も
甲
府
募
集
案
内
所
巨
摩
地
区
担
当
の
広
報
官
等

５
名
が
参

加
し
ま
し

た
。甲

府
市

長
の
激
励

の
後
開
始
し
、
酒
折
駅
周
辺
の
ゴ

ミ
を
拾
い
、
地
域
の
美
化
に
協
力

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

参
加
し
た
広
報
官
は
様
々
な
方
と

交
流
を
持
つ
こ
と
が
で
き
、
地
域

住
民
と
の
信
頼
醸
成
を
図
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

参
加
し
、
地
域
と
の
繋
が
り
を
強

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

山
梨
地
本
は
、
７
月
10
日
（
月
）
、

平
成
28
年
度
の
募
集
業
務
等
の
業
務

全
般
に
わ
た
り
、
優
秀
な
成
果
を
収

め
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
、
陸
上
幕
僚

長
か
ら
第
２
級
賞
状
と
募
集
褒
賞
及

び
副
賞
の
盾
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
受
賞
は
、
本
部
長
を
核
心

と
し
、
全
部
員
が
一
致
団
結
使
命
の

重
要
性
を
認
識
し
強
い
責
任
感
と
誇

り
を
持
っ
て
、
任
務
の
遂
行
に
邁
進

し
た
賜
物
で
あ
る
と
と
も
に
、
日
頃

か
ら
ご
支
援
・
ご
協
力
を
頂
い
て
い

る
協
力
者
・
募
集
相
談
員
・
自
治
体

関
係
者
等
の
お
力
添
え
の
お
陰
で
あ

り
、
大
変
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
度
も
、
一
人
で
も
多
く
の
自

衛
官
が
山
梨
県
か
ら
輩
出
出
来
る
よ

う
地
本
部
員
一
同
努
力
す
る
こ
と
を

決
意
し
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。


